
作成日 ２０２０年２月１２日 

 

安全データシート(SDS) 

１．化学品及び会社情報 

化学品の名称 

 ＜製品名＞              ：次亜塩素酸水（500ppm） 

 

提供者の情報 

 ＜会社名＞              ：ゾーシン株式会社 

 ＜住所＞               ：千葉県野田市下三ヶ尾 103-1 

 ＜連絡先＞              ：電話番号  04-7126-6161 

                     FAX番号    04-7126-6162 

 

２. 危険有害性の要約 

 ＧＨＳ分類 

 ＜物理化学的危険性＞ 

    ・引火性液体          ：区分外 

    ・自然発火性液体        ：区分外 

    ・酸化性液体          ：区分外 

 ＜健康に対する有害性＞ 

    ・急性毒性（経口）       ：区分外 

    ・急性毒性（経皮）       ：区分外 

・皮膚腐食性／刺激性      ：区分外 

・眼に対する重篤な損傷性・刺激性：区分外 

＜環境に対する有害性＞ 

・水生環境急性有害性      ：区分３ 

・水性環境慢性有害性      ：区分外 

 

    上記に記載のない危険有害性は、分類対象外か分類できないことを示す。 

 

 ＧＨＳラベル要素 

 ＜絵表示またはシンボル＞       ：なし 

＜注意喚起語＞            ：なし 

＜危険有害性情報＞          ：水生生物に有害 

 

 注意書き 

 ＜安全対策＞             ：環境への放出は避けること。 

                     酸と混ぜないこと。 

 ＜応急措置＞             ：吸入した場合、空気の新鮮な場所に移動し、気分が悪い時は医師

の診察を受けること。 

皮膚に付着した場合、膚刺激または発疹が生じた場合は医師の診

察を受けること。 

眼に入った場合、水で数分間注意深く洗眼すること。眼の刺激が

続く場合は医師の診察を受けること。 

飲み込んだ場合、口をすすぐこと。気分の悪い時は医師の診察を

受けること。 

 ＜保管＞               ：高温、凍結のおそれのある場所を避けて保管すること。 



                     液が漏出しないように必ず密封して保管すること。 

 ＜廃棄＞               ：廃棄物の処理及び清掃に関する法律および関係する法規に従って

処理するか、都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業者

に委託処理すること。 

 

３．組成・成分情報 

 ＜単一製品・混合物の区分＞      ：混合物 

 ＜化学名又は一般名＞         ：除菌消臭剤 

 ＜成分及び含有率＞          ：次亜塩素酸ナトリウム  CAS No. 非公開   ０.５％未満 

                     （有効塩素濃度 12%） 

                     塩酸（塩化水素 35%）   CAS No.7647-01-0  ０.１％未満 

                     精製水         CAS No. 7732-18-5   バランス 

 

４．応急措置 

＜吸入した場合＞           ：吸入した場合、空気の新鮮な場所に移動し、気分が悪い時は医師

の診察を受けること。 

 ＜皮膚に付着した場合＞        ：皮膚に付着した場合、膚刺激または発疹が生じた場合は医師の診

察を受けること。 

 ＜目に入った場合＞          ：眼に入った場合、水で数分間注意深く洗眼すること。眼の刺激が

続く場合は医師の診察を受けること。 

＜飲み込んだ場合＞          ：飲み込んだ場合、口をすすぐこと。気分の悪い時は医師の診察を

受けること。 

 

５．火災時の措置 

 ＜適切な消火剤＞           ：この製品自体は燃焼しないので、火災の種類に応じた消火剤 

 ＜使ってはならない消火剤＞      ：なし 

 ＜特有の危険有害性＞         ：情報なし 

 ＜特有の消火方法＞          ：危険でなければ充填容器を安全な場所に移す。 

 ＜消火を行う者の保護＞        ：保護手袋、保護マスク、保護眼鏡等の適切な保護具を着用する。 

 

６．漏出時の措置 

 ＜人体に対する注意事項＞       ：密閉された場所に立ち入る前には換気する。 

 ＜環境に対する注意事項＞       ：漏洩物が河川などに排出され、環境へ影響を起こさないように注

意する。水で洗い流す場合は、汚染された排水が適切に処理され

ずに環境に流出しないように注意する。 

 ＜中和などの浄化の方法及び機材＞   ：漏洩した液は、おがくず、土砂、紙などに吸収させ、空容器に回

収する。漏出区域周辺は水で洗い流す。 

 

７．取扱い及び保管上の注意 

＜取扱い上の注意事項＞        ：環境への放出は避けること。 

                    酸と混ぜないこと。 

 ＜保管上の注意事項＞         ：高温、凍結のおそれのある場所を避けて保管する。 

                     液が漏出しないように必ず密封して保管する。   

 



８．暴露防止及び保護措置 

ばく露防止 

＜管理濃度＞               ：設定されていない 

＜生物学的指標等の許容濃度＞     ：日本産業衛生学会（2006 年版）：最大許容濃度 5 ppm (7.5 mg/m3)  

ACGIH（2007 年版）： STEL C 2ppm（天井値） 

＜ばく露を軽減するための設備対策＞  ：取扱いは換気の良い場所で行う。 

 

保護措置 

＜適切な保護具＞           ：眼の保護には保護眼鏡、皮膚の保護にはゴム手袋や保護前掛け、

呼吸器の保護には必要に応じて保護マスクを使用する。 

 

９．物理的及び化学的性質 

＜化学品の外観＞           ：無色透明な液体 

 ＜臭い＞               ：なし 

 ＜凝固点、沸点、初留点及び沸騰範囲＞ ：データなし 

 ＜引火点、自然発火温度＞       ：引火又は自然発火しない 

 ＜燃焼又は爆発範囲の上限、下限＞   ：燃焼又は爆発しない 

 ＜蒸気圧、蒸気密度＞         ：データなし 

 ＜比重（相対密度）＞         ：１.００±０．０１（２０℃） 

 ＜溶解度（溶解性）＞         ：水に溶け易い 

 ＜ｐＨ＞               ：７．０±１．０ 

 ＜酸化性＞              ：なし 

 

１０．安定性及び反応性 

 ＜安定性＞              ：通常の取扱い条件において安定 

 ＜危険有害反応可能性＞        ：酸と混ぜると塩素ガスを発生する 

＜避けるべき条件＞          ：酸との混合、高温、凍結 

＜混触危険物質＞           ：酸 

 ＜危険有害な分解生成物＞       ：塩素ガス 

 

１１．有害性の情報 

＜急性毒性＞             ：区分外（経口） 

                   区分外（経皮） 

＜皮膚腐食性･刺激性＞         ：区分外 

                    分類される成分の合計より区分外とした。 

＜眼の重篤な損傷・刺激性＞      ：区分外 

                    分類される成分の合計より区分外とした。 

＜呼吸器感作性又は皮膚感作性＞    ：分類できない（皮膚感作性） 

                    分類できない（呼吸器感作性） 

＜生殖細胞変異原性＞         ：分類できない 

＜発ガン性＞             ：分類できない 

＜生殖毒性＞             ：分類できない 

＜特定臓器・全身毒性（単回暴露）＞  ：分類できない 

＜特定臓器・全身毒性（反復暴露）＞  ：分類できない 

＜吸引性呼吸器有害性＞        ：分類できない 

 



１２．環境影響情報 

＜生態毒性＞             ：区分３（水性環境急性有害性） 

                    分類される成分の合計より区分３とした。 

                    区分外（水性環境慢性有害性） 

                    分類される成分の合計より区分外 

＜残留性・分解性＞          ：情報なし 

 ＜生態蓄積性＞            ：情報なし 

 ＜土壌中の移動性＞          ：情報なし 

 ＜オゾン層有害性＞          ：分類できない 

 

 

１３．廃棄上の注意 

 ＜安全で環境上望ましい廃棄の方法＞ ：廃棄物は、都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業者に

委託して処理する。 

 ＜容器・包装の適正な処理方法＞   ：空容器を廃棄する場合は、内容物を完全に除去した後、認可を受

けた産業廃棄物処理業者と委託契約して処理する。 

                     容器などを洗浄した排水はそのまま流さず、廃棄物の処理及び清

掃に関する法律および関係する法規に従って処理を行うか、専門

の業者に委託する。 

 

１４．輸送上の注意 

国際規制 

＜国連番号＞             ：非該当 

 ＜品名＞              ：－ 

 ＜危険物クラス＞          ：－ 

 ＜容器等級＞            ：－ 

 ＜緊急時応急措置指針番号＞     ：－ 

 国内規制 

 ＜陸上輸送＞             ：取扱い及び保管上の注意に従う 

 ＜海上輸送＞             ：船舶安全法の規定に従う 

 ＜航空輸送＞             ：航空法の規定に従う 

  

１５．適用法令 

 ＜消防法＞              ：非該当 

 ＜化学物質排出把握管理促進法＞    ：非該当 

 ＜毒物及び劇物取締法＞        ：非該当 

 ＜労働安全衛生法＞          ：非該当 

 

１６．その他の情報 

 ＜引用・参考文献＞          ：化学品の分類および表示に関する 世界調和システム（ＧＨＳ）    

改訂 6.2版 国際連合 

                     原料の製品安全データシート 各原料メーカー 

ＧＨＳ分類対象物質一覧 （独）製品評価技術基盤機構 

ＧＨＳ対応モデルラベル・モデルＳＤＳ情報 厚生労働省 

 ＜作成年月日、改定情報＞       ：２０２０年２月１２日作成 



＜その他＞              ：この情報は新しい知見により改訂されることがありますのでご了

承ください。ここに記載された情報は、当社で調査できる範囲で

の情報であり、情報の完全さ、情報の正確さを保証するものでは

ありません。化学品には予見できない有害性がありうるため取扱

いには細心の注意を払ってください。本品の適正な使用について

は、使用者の責任において行ってください。 


